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認
知
機
能
検
査  

相
談
会
も
第
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
経
験
者
か
ら
は
真
に
好
評
で
、
免
許
更
新
試
験

で
は
不
安
も
な
く
受
験
出
来
た
と
言
う
声
も
多
く
、
お
陰
様

で
百
％
の
方
々
が
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
�
歳
以
上
の
方
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
不
合
格
の
場
合
、
運
転
免
許

の
取
消
し
や
自
主
返
納
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

他
方
、
公
共
交
通
機
関
が
減
便
さ
れ
た
り
、
廃
止
さ
れ
高

齢
者
に
な
っ
て
も
車
を
手
放
す
事
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

　

・
免
許
更
新
は
ま
だ
先
だ
が
、
今
の
実
力
を
維
持
す
る
方

　
　

法
は
な
い
か
（
�
～
�
歳
で
も
OK
）

　

・
自
主
返
納
し
た
方
が
い
い
の
か

　

・
今
回
免
許
更
新
は
あ
き
ら
め
た
方
が
い
い
の
か
な
ど
と

　
　

悩
ん
で
い
る
方
は
、
気
軽
に
相
談
（
練
習
）
に
お
い
で

　
　

下
さ
い
。
（
車
を
使
っ
た
講
習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
是
非
、
相
談
会
に

　

参
加
し
て
下
さ
い
。

一
、
講
師　
行
政
書
士    

田
中
Bn
事
務
所
長 

田
中 

敏
春
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

電
話　

七
五
ー
六
八
二
九

二
、
日
時　
７
月
㉗
日
㈯　
午
前
⓾
時
～
⓬
時

三
、
会
場　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室　
　

四
、
参
加
人
数　
１
回
当
た
り
⓯
名

　
　
　

人
数
が
多
い
場
合
は
回
数
を
多
く
し
て
対
応
し
ま
す
。

五
、
参
加
費
用   

（
練
習
用
資
料
等
）
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

   

（
当
日
集
金
し
ま
す
）

六
、
申
込
締
切　
７
月
⓴
日
㈯

　
　

申 

込 

先　

 

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

｝
窓
口
ま
で

　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 　

　

◇
申
込
用
紙
は
両
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

一
、
日　
時　
　
７
月
⓫
日
㈭　
⓾
時
㉚
分

二
、
場　
所　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

三
、
講　
師　
　

C
・
T
指
導
員　
　

乗
田　

俊
子
氏

四
、
服
装
等　
　

運
動
が
出
来
る
服
装
で
、
タ
オ
ル
・
飲
物

　
　
　
　
　
　
　

等
を
ご
持
参
下
さ
い　

五
、
申
込
締
切  

７
月
８
日
㈪ 

六
、
申
込
先　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

｝
窓
口
ま
で

　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

※
会
員
の
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

第
9
回
老
連
会
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
総
合
優
勝
は
木
場
健
二
さ
ん

6
月
⓯
日
㈯  

快
晴
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
。
参
加

者
㊳
名
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
員
㉖
名
、
一
般
参
加
者
⓬

名
）
か
集
合
し
、
福
島
地
区
の
「
子
ど
も
の
森
公
園
」
で
老

連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会

員
の
親
睦
・
町
民
の
交
流
と
老
連
の
活
性
化
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
開
会
式
で
は

舘
山
老
連
会
長
及
び
葛
西
鉄
美
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
会

長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
を
し
、
9
時
、
参
加
者
最
高
齢
（
�
歳
）
間
山
由
吉

さ
ん
の
笛
の
合
図
で
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

競
技
は
８
ホ
ー
ル
を
３
回
ま
わ
り
㉔
ホ
ー
ル
で
争
わ
れ
た
。

プ
レ
イ
し
な
が
ら
失
敗
す
る
と
「
昨
日
リ
ハ
ー
サ
ル
し
た

ば
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ね
え
な
…
…
‼
」

⓰
ホ
ー
ル
が
終
わ
っ
て
⓾
分
間
の
休
憩
時
間
、
会
話
の
中

で
も
「
毎
日
こ
こ
子
ど
も
の
森
公
園
で
9
時
か
ら
正
午
頃

ま
で
練
習
し
て
い
る
。
な
ん
ぼ
暑
く
て
も
〝
自
分
に
勝
つ

ぞ
ぉ
〟
と
言
い
聞
か
せ
る
と
頑
張
ら
れ
る
。
健
康
に
随
分
役

立
っ
て
い
る
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
、
年
に
1
回
だ
ァ

…
…
一
回
だ
お
な
ァ
…
…
‼
」

㉔
ホｰ

ル
終
わ
っ

て
の
成
績
結
果
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
部
で
の
優
勝

は
木こ

場ば

健
二
さ
ん

で
総
合
優
勝
杯
を

獲
得
し
た
。
木
場

健
二
さ
ん
の
コ
メ

ン
ト
は
「
初
め
て

で
と
て
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

閉
会
式
で
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
副
会

長
北
山
勝
芳
か
ら
講
評

が
あ
っ
た
。
⓫
時
㉚
分

競
技
終
了
。
気
温
が
㉗

度
、
熱
中
症
に
か
か
る

人
も
な
く
大
会
は
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
5
月
⓫
日
㈭
は
、
女
性

部 

部
員
に
よ
る
雑
巾
縫
製
奉
仕
の
日
で
す
。
藤
崎
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
に
は
部
員
㉒
名
が
集
ま
り
ま
し
た
、

「
お
久
し
ぶ
り
、
お
元
気
？
、
今
日
は
宜
し
く
ね
」
等
の

挨
拶
を
交
わ
し
和
や
か
に
参
加
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
と
て

も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

お
隣
同
士
糸
通
し
を
手
伝
っ
た
り
、
近
況
を
話
し
合
っ
た

り
、
用
意
さ
れ
た
キ
ャ
ン
デ
ー
を
見
て
こ
れ
何
味
？
・
チ
ョ

コ
か
な
？
な
ど
、
お
好
み
の
物
を
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
普
段
手
仕
事
し
て
い
る
よ
う
で
と
て
も

手
際
よ
く
、
一
針
ひ
と
は
り
針
刺
し
し
て
用
意
し
た
材
料
は
、

お
昼
前
に
は
殆
ど
仕
上
が
り
ま
し
た
。

お
弁
当
の
時
間
で
す
。
口
々
に
「
美
味
し
い
お
弁
当
だ

ね
」
…
…
そ
の
時
、
ス
マ
ホ
か
ら
音
楽
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

「
い
い
で
す
ね
」

自
主
的
に
家
で
作
っ
て
く
れ
た
雑
巾
が
何
枚
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
合
わ
せ
て
２
８
０
枚
も
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
雑
巾
を
前
に
し
て
写
真
を
パ
チ
リ
。

今
回
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
日
、
出
来
上
が
っ
た
雑
巾
は
、
藤
崎
町
の
各
々
の
こ
ど

も
園
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

追
記

女
性
が
地
域
の
単
位

ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
ま

す
と
、
加
入
者
全
員
が

老
連
女
性
部
の
部
員
と

な
り
ま
す
の
で
、
女
性

部
主
催
の
各
講
座
や
行

事
等
に
は
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
是
非 

気

楽
に
ご
参
加
下
さ
る
よ

う
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

７　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月 芸能部 12:00
2 火 囲碁・将棋部 12:30
3 水 女性部研修旅行（西目屋）
4 木 老連役員会・中南郡老連総会 10:00
5 金
6 土 レクダンス部 13:00
７ 日

8 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火 囲碁・将棋部 12:30
10 水 生け花部 10:30

11 木
女性部健康講話　 10:30
囲碁・将棋部 12:30
東北ブロック研修会    鹿角市 ～ 12 日

12 金
13 土 レクダンス部 13:00
14 日
15 月
16 火 芸能部 12:00
17 水

18 木 女性部役員会    9:00
囲碁・将棋部 12:30

19 金
20 土 レクダンス部 13:00
21 日
22 月 広報委員会 13:30
23 火 囲碁・将棋部 12:30
24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12;30
26 金

27 土 認知機能検査相談会  9:00
レクダンス部 13:00

28 日
29 月

30 火 囲碁・将棋部 12;30
【白寿】配布日 16時 ➡

31 水

  

老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

 

奉
仕
に
励
む
活
動
を
終
え
て

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
性
　
部
　
　 

グラウンド・ゴルフ部員の部
順  位 氏　名 打数 1打 ２打
優  勝 木 塲 健 二 57 ３ ７
準優勝 葛 西　 鉄 美 57 ０ 15
3 位 山 川 昭 治 58 2 9
4 位 神 　 昭 子 59 0 9
５位 小 山 内 瞭 二 60 3 4
6 位 須 藤 イ コ 62 1 10
７位 成 田 京 子 62 1 7
８位 山 川 よ つ ゑ 63 1 9
9 位 浅 利 光 子 64 1 6
10 位 小 笠 原 隆 文 64 ０ 13

敢闘賞
（飛び賞）

間 山 由 吉 15 位 － －
藤 本 勝 郎 20 位 － －
三 戸 カ ズ BB 賞 － －

一　般　参　加　の　部
順　位 氏　名 打数 1打 ２打
優 勝 平 山 久 雄 70 １ 3
準 優 勝 木村美智子 73 1 5
3 位 加 福 哲 三 73 ０ 6
4 位 成 田 茂 輝 76 ０ 6
５位 赤 石 久 男 78 0 4
6 位 木 村 義 則 79 ０ 5
７位 清 野 正 廣 79 ０ ４
８位 大 川 雄 弘 79 ０ 2
9 位 加 福 孝 二 80 ０ 6
10 位 三 上　 一 81 0 3
11 位 三 上 道 子 97 0 2

　
　
第
4
回 

自
動
車
免
許
証
更
新
前
の

　
　
　
認
知
機
能
検
査
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
　

女
性
部
健
康
講
話

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン  

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
く
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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≲
人
の
本
能　
そ
の
一
≳

今
回
は
前
回
書
い
た
「
霊
の
本
能
」
や
「
肉
の
本
能
」
と

「
生
き
る
愉た
の

し
さ
」
の
関
係
を
考
え
ま
す
が
、
ま
ず
判
り
易

い
「
肉
の
本
能
（
肉
体
の
本
能
）
」
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

生
ま
れ
な
が
ら
持
つ
五
感
「
視
・
聴
・
嗅
・
味
・
触
」
は

主
と
し
て
体
を
動
か
す
の
で
「
肉
の
本
能
」
と
さ
れ
ま
す
。

原
始
人
の
生
活
は
、
視
覚
で
敵
や
獲
物
を
見
定
め
、
聴
覚

で
猛
獣
や
狩
の
獲
物
の
音
を
聞
き
、
嗅
覚
で
獲
物
の
方
角
や

食
物
の
腐
敗
を
確
か
め
、
味
覚
で
食
物
の
良
し
悪
し
や
毒
な

ど
を
知
り
、
触
覚
で
痛
み
や
硬
さ
を
知
り
、
テ
レ
ビ
で
見
る

野
獣
の
よ
う
に
五
感
を
フ
ル
に
働
か
せ
て
、
そ
の
日
そ
の
日

の
食
料
を
得
る
余
裕
の
無
い
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
原
始
人
か
ら
進
化
し
た
縄
文
人
は
本
能
の
五
感

を
発
達
さ
せ
、
食
料
の
貯
蔵
や
植
物
の
栽
培
を
覚
え
た
の
で

生
活
に
余
裕
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
「
余
裕
」
が
縄
文
人
に

よ
り
高
度
な
「
愉
し
み
」
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
余
裕
の
無
い
生
活
で
の
煮
炊
き
は
単

純
な
土
器
で
良
い
は
ず
で
す
が
、
生
活
に
「
余
裕
」
が
出
来

た
縄
文
人
は
芸
術
度
の
高
い
火か
え
ん焰

土
器
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

火
焰
土
器
を
作
る
人
は
狩
に
行
か
ず
に
土
器
作
り
専
門
の

職
人
と
な
り
「
よ
り
美
し
く
見
え
、
よ
り
堅
い
土
器
を
作
り

た
い
」
な
ど
の
「
欲
」
を
持
っ
た
と
思
い
ま
す
。
土
器
職
人

は
土
器
を
作
る
過
程
に
愉
し
さ
を
感
じ
、
美
し
く
堅
い
土
器

を
焼
き
上
げ
た
時
に
喜
び
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
が
生
き
る
た
め
に
五
感
を
持
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

五
感
を
働
か
せ
る
「
欲
」
が
無
い
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

五
感
に
「
欲
」
が
結
び
付
く
と
、
見
た
い
、
聴
き
た
い
、

嗅
ぎ
た
い
、
味
わ
い
た
い
、
触
り
た
い
な
ど
と
な
り
、
「
花

を
見
た
い
」
な
ど
の
「
欲
」
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
体

が
動
き
始
め
ま
す
。
そ
し
て
目
的
を
達
成
す
る
過
程
を
愉
し

く
働
く
こ
と
を
昔
か
ら
「
い
そ
し
む
」
と
言
っ
て
来
ま
し
た
。

　

人
は
「
欲
」
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
愉
し
く
、
欲
が
達
成

さ
れ
た
時
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

年
を
取
る
と
体
も
動
か
な
く
な
る
の
で
「
欲
」
も
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
老
い
を
愉
し
く
生
き
る
に
は
何
か
目
的
を
持

つ
こ
と
だ
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
「
霊
の
本
能
」
の
愉
し
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
今
回
か
ら
「
楽
」
を
「
愉
」
に
変
え
ま
し
た
。
愉
の
意
味
は
〝
不
快
な
心

　
　
を
抜
き
取
っ
て
た
の
し
い
〟
と
い
う
意
味
で
す
。
（
新
漢
語
林
よ
り
）

常
盤
八
幡
宮
を
後
に
左
折
す
れ
ば
石
澤
弥
六
屋
敷
で
、
右

折
し
て
北
常
盤
駅
の
方
に
向
か
う
。
右
隣
は
浅
利
佐
右
衛
門

屋
敷
で
、
道
路
に
面
し
た
防
火
水
槽
の
傍
に
高
さ
三
十
セ
ン

チ
位
の
自
然
石
が
あ
り
（
平
成
十
年
頃
か
ら
無
く
な
っ
た
）

そ
の
石
に
「
文
久
三
年
（
1
8
6
3
）
亥
年
正
月 

浅
利
佐

右
衛
門
立
、
西
国
三
十
三
所
、
伊
勢
大
明
神
、
金
毘
羅
大
権

現
」
と
二
重
に
深
く
、
そ
し
て
浅
く
刻き
ざ

ま
れ
て
あ
っ
た
。
二

回
参
拝
し
た
意
味
と
解
し
た
が
、
形
が
な
く
な
っ
た
今
で
は
、

再
確
認
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
写
真
を
撮
り
中
央
公
民
館
に

預
か
っ
た
つ
も
り
だ
が
行
方
不
明
。
津
軽
藩
日
記
の
元
禄
六

年
（
1
6
9
4
）
五
月
十
七
日
付
並
び
に
五
月
二
十
五
日
付

に
「
常
盤
村
の
百
姓
九
左
衛
門
と
申
す
者
の
女
房
、
右
九
左

衛
門
、
弟
三
左
衛
門
、
伊
勢
参
宮
願
い
通
り
仰
せ
付
候
」
と

あ
る
が
、
浅
利
家
の
こ
と
な
の
か
、
1
7
1
年
の
隔へ
だ

た
り
が

あ
る
の
で
別
人
か
。
伊
勢
参
り
の
記
念
碑
は
福
館
に
も
あ
っ

た
こ
と
を
平
成
十
年
七
月
号
に
記
し
た
。
村
内
に
も
う
一
ヵ

所
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
ボ
ケ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
金

毘
羅
碑
の
横
を
前
月
記
し
た
片
目
の
雑
魚
が
住
ん
で
い
た
と

い
う
堰
が
走
っ
て
い
る
。
左
兵
衛
堰
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
元
禄
三
年
（
1
6
9
0
）
十
一
月
十

日
の
津
軽
藩
日
記
に
「
・
・
・
常
盤
堰
よ
り
左
兵
衛
堰
に

三
寸
の
口
付
分
水
被
仰
付
候
共
・
・
・
」
ま
た
後
日
の
記
録

に
「
富
柳
村
に
用
水
堰
は
壱
筋
も
無
之
然し
か
るに
常
盤
村
の
者
共

故
無
く
堰
畔
切
り
破
り
・
・
・
用
水
ひ
と
つ
相
流
さ
ず
に

付
・
・
・
」
と
あ
り
、
常
盤
に
と
っ
て
は
水
盗
に
便
だ
が
富

柳
で
は
命
の
堰
だ
。
こ
の
堰
な
の
か
？
そ
の
向
か
い
は
明
治

一
六
年
の
郡
区
組
織
替
え
し
た
時
、
常
盤
村
外
六
ヵ
村
（
常

盤
、
中
島
、
小
畑
、
榊
、
若
松
、
徳
下
、
福
島
）
戸
長
役
場

が
お
か
れ
、
明
治
二
十
年
の
市
町
村
制
に
よ
り
常
盤
村
（
常

盤
、
若
松
、
榊
、
徳
下
、
福
島
）
役
場
の
位
置
と
な
っ
た
。

昭
和
の
町
村
合
併
で
、
常
盤
村
役
場
支
所
と
変
わ
り
、
浪
岡

警
察
署
常
盤
巡
査
駐
在
所
、
そ
し
て
常
盤
村
役
場
水
道
課
か

ら
現
在
の
浄
水
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
は
須
藤
彦

太
郎
と
い
う
人
か
ら
買
い
入
れ
た
場
所
だ
と
い
う
。
足
を
進

め
る
と
か
つ
て
は
小
さ
な
坂
で
あ
っ
た
が
、
今
は
平
地
と
な

り
左
側
は
読
者
各
位
が
知
っ
て
の
と
お
り
。

昭
和
五
十
九
年
度
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
長

約
二
百
メ
ー
ト
ル
で
七
億
七
千
万
有
余
円
を
投
じ
、
昭
和

六
十
四
年
（
平
成
元
年
）
一
月
一
日
常
盤
八
幡
宮
年
縄
奉
納

行
事
に
よ
っ
て
渡
り
初
め
式
で
開
通
し
た
Ｊ
Ｒ
線
地
下
道
入

口
、
右
側
は
馬
の
水
浴
場
（
み
ず
あ
ぶ
せ
場
と
称
し
て
い

た
）
や
水
稲
種
籾
を
漬
け
る
池
で
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十

年
代
と
思
う
が
道
路
改
修
の
際
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

　

八
代
亜
紀
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

1
月
⒑
日
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
一
面
は
八
代
亜
紀
さ
ん
死
去

の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
昨
年
の
⓬
月
暮
れ
に
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
そ
う
で
、
時
期
が
時
期
な
の
で
一
般
の
方
達
に
気
を

使
っ
た
の
か
な
ぁ
と
想
像
す
る
。

良
い
歌
を
歌
っ
て
い
た
の
で
好
き
な
歌
手
の
一
人
で
あ
っ

た
。
も
う
一
つ
は
私
と
同
じ
歳
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
気
に

な
っ
た
。
い
つ
か
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が

�
～
�
代
で
（
㊿
～
�
代
だ
っ
た
か
？
）
大
病
し
な
け
れ
ば

�
歳
や
百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
‼　

死
因
は
膠こ
う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
の
一

種
で
急
速
な
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
間
質
性
肺
炎
。
酸
素

と
二
酸
化
炭
素
が
交
換
さ
れ
る
肺は
い
ほ
う胞

の
壁
（
間
質
）
に
障
害

が
起
き
る
病
気
で
あ
る
。
そ
れ
が
急
速
に
悪
化
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
膠
原
病
は
自
己
免
疫
疾
患
で
リ
ウ
マ
チ
や
多
く
の

病
気
が
あ
り
ま
す
。
膠
原
病
は
不
明
の
事
も
多
い
の
で
す
が
、

近
年
で
は
種
々
の
治
療
法
が
創
案
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

八
代
さ
ん
は
戦
後
生
ま
れ
で
、
朝
鮮
戦
争
も
あ
り
好
景
気

と
な
り
、
や
や
日
本
の
国
の
経
済
な
ど
も
徐
々
に
発
展
し
、

良
く
な
っ
た
頃
に
生
活
し
て
き
た
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
戦

前
生
ま
れ
の
方
達
よ
り
幸
せ
な
環
境
に
い
た
の
が
我
々
の
年

代
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
病
気
と
言
う
の
は
気
を
付
け

て
も
、
気
を
付
け
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の

が
現
実
で
す
。
今
ど
き
で
は
百
歳
と
普
通
に
言
わ
れ
て
い
る

時
代
に
あ
っ
て
も
、
尚
、
避
け
ら
れ
な
い
病
気
・
事
故
等
は

存
在
す
る
の
で
す
。
ま
ず
は
我
々
は
可
能
な
限
り
注
意
を
す

る
事
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
食
事
習
慣
等
を
見
直
し
、
大

病
に
な
ら
な
い
、
ま
た
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
な
こ
と

な
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

ど
う
に
も
湿
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

八
代
さ
ん
の
為
に
我
慢
し
て
冥
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

◇
◇ 

短
　
歌 

◇
◇

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 
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浅 

利   

茂 

雄

異
世
界
に
嫌
わ
れ
も
の
の
人
社
会

　
　
　

未
来
暦
も
人
間
知
ら
ぬ

藤
村
み
ち
女

風
五
月
白
き
詰
襟
お
は
よ
う
に

　
　
　

応
え
た
声
は
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ海

野
比
呂
子

見
棄
て
ら
れ
未
完
の
ま
ま
の
環
状
列
石

　
　
　

あ
お
ぐ
岩
木
嶺
匂
う
山
藤

清
水
稼
志
男

認
知
症
介
護
施
設
の
妻
も
老
い

　
　
　

無
口
と
視
線
そ
ら
す
む
な
し
さ

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
十
五 

回 
  

老
い
を
愉
し
く

　
　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
四 

回 


